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１ ⽬的 

新型コロナウイルス感染症の⼤規模な流⾏につながりかねない状況においても、⼤地震

などによる災害が発⽣した場合、ご⾃宅で⽣活できない⽅で、親戚や友⼈の家への避難も

難しい⽅は地域防災拠点等で避難⽣活を送ることになります。 

そのため、このような状況下の地域防災拠点での「密閉・密集・密接」を避けるために

開設・運営のポイントをまとめました。 

実施にあたっては、様々な課題が発⽣することも予想されますが、いわゆる複合災害が

発⽣した状況下では、できることから確実に取り組むことが重要になりますので、本冊⼦

をご活⽤くださいますようお願いします。 

 

２ 位置付け 

本冊⼦は、地域防災拠点開設・運営マニュアル（平成 25 年７⽉策定）を基に、国や県、

他都市等の考え⽅を参考にして新型コロナウイルス感染症への対応のポイントをまとめ

たものとなります。 

  

 

 

 

 

３ 感染のリスクを減らすために 

本市では、このような状況下で災害が発⽣した場合に、避難所・避難場所の開設数を増

やすとともに、換気・⼿洗い・咳エチケットの徹底や⽣活するスペースの確保などウイル

ス感染防⽌に努めていきます。 

  地域防災拠点運営委員会の皆様におかれましても、災害から⾃⾝の⾝を守ることを 最

優先に考えたうえで、新型コロナウイルス感染のリスクを減らすために、ご協⼒をお願い

します。 

  なお、市⺠の皆様には次の事項についてご協⼒をお願いしていますので、ご承知おきく

ださい。 

 

 

 

「地域防災拠点」開設・運営マニュアル 開設・運営のポイント 

国 県・他都市 
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４ 個⼈情報の取扱い 

地域防災拠点の運営にあたっては、個⼈情報を取り扱う場⾯も想定されます。市⺠の 

皆様の利益が損なわれることがないよう、情報の取扱いについて避難者の⼈権、プライ 

バシーに⼗分配慮していただくよう、お願いいたします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・ 災害時に⾃宅で安全を確保できる場合には、新型コロナウイルス感染を防⽌するた

めにも、在宅避難に努めてください。 

・ 在宅避難に備え⾷料やトイレパック等の備蓄品を準備してください。 

・ ⾏政が開設する避難場所・避難所だけではなく、親戚や友⼈の家などへの避難も検

討してください。 

・ 避難場所・避難所に避難する際に持参する⾮常持出品に、マスク、体温計等も含め

てください。 

・ ⾃宅療養者においては、発災時に⾃宅で安全を確保できるか不安な場合は、宿泊療

養施設へ⼊所する等の対応が可能なため、事前に各区福祉保健センター福祉保健課へ

お問合せください。 

市⺠の皆様にご協⼒をお願いしている事項 
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５ 地域防災拠点の開設・運営に係るポイント 

(1) 発災前に実施する事項 

 

 

 

 

 

ア 地域防災拠点となる学校の活⽤スペースの再確認 

・ 運営委員会等で学校の受⼊れ可能スペースについて再確認し、これまでの調

整で確保しているスペースの他に受⼊れ可能なスペースの確保にも努めます。 

 

     ◆確保をお願いしたいスペースについて◆ 
〜受⼊れスペースの例〜 

【避難所運営に必要なスペース】 

①要援護者スペース 

➁男⼥ニーズの違いや⼦育て家庭に配慮したスペース（更⾐室、授乳室等） 

【新型コロナウイルス感染症対策に必要なスペース】 

①体調不良者スペース（男⼥別が望ましい） 

➁濃厚接触者スペース（男⼥別が望ましい） 

 

・ 発熱や咳等の症状が出た⽅及び濃厚接触者については、専⽤のスペースを  

設ける必要があるため、拠点内での設置場所を確認し、⼀般の避難者と動線を

分けるように計画します。 

・ 専⽤の動線などの確保が難しい場合は、時間で分け、消毒をするなどの⽅法

も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

▶ ア 地域防災拠点となる学校の活⽤できるスペースの再確認 

▶ イ 備蓄品の確認 

▶ ウ 訓練や研修の実施 
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※ 拡⼤図は様式２参照 
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イ 備蓄品の確認 

・ 本市としては、感染症対策として次の物品を備蓄しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 使⽤時は消毒剤（次亜塩素酸ナトリウム）を希釈して使⽤してください。 

消毒⽅法については、参考資料２・３・４を参照してください。 

       ※2 段ボール間仕切り及びベッドについては、防災備蓄庫等に保管していますが、

各拠点の状況に応じて、数量や保管場所が異なる場合があります。事前に確認

をしてください。 

・ 備蓄品については、レイアウト例や⽤途を参考にし、地域防災拠点の中の 

どこに配置するか事前に検討しておきます。 

 

● 防災備蓄庫の備蓄品 
品⽬ 数量 ⽤途 

① ⾮接触型体温計 ３個 
健康観察 

➁ 腋下体温計 １個 

③ マスク 500 枚 
避難者の予備⽤ 

④ ⼩さめマスク 300 枚 

⑤ フェイスシールド 30 個 配膳・物資配布・受付等 

⑥ アルコール消毒液 20ℓ ⼿指消毒⽤ 

⑦ 消毒剤(※1) ６ℓ 

ドアノブや⼿すりなどの消毒⽤ ⑧ 雑⼱ 10 枚 

⑨ 使い捨て⼿袋 500 組 

⑩ 段ボール間仕切り及びベッド
(※2) 

6 セット 
特定の症状を発症した⽅や濃厚接

触者⽤ 

⑪ 養⽣テープ 10 本 受付や居住スペースでの⽬印 

⑫ ごみ袋（30ℓ） 100 枚 
ごみの廃棄⽤ 

⑬ ごみ袋（45ℓ） 100 枚 

⑭ 泡ハンドソープ（500ｍℓ） 10 本 ⼿洗い⽤ 

⑮ ペーパータオル 2,000 枚 ⼿洗い⽤、消毒⽤ 

⑯ 受付パーテーション 2 枚 受付での感染防⽌ 

⑰ 感染症対策を踏まえた拠点開

設運営スターターキット 
⼀式 受付や居住スペースでの⽬印 

感染症対策として活⽤できる備蓄品 



- 6 - 
 

   

◆備蓄品について◆ 
・ 上記の備蓄品はあくまで発災時に使⽤する物品です。各拠点で補充をしていただければ、訓練

での使⽤は可能です。 

・ 上記以外の地域防災拠点や地域のニーズによる必要な資器材については個別に整備を進めて

ください。 

  

ウ 訓練や研修の実施 ※様式１のチェックリストをご参照ください。 

・ コロナ禍の避難所運営の実効性を⾼めるため、感染症対策を⼗分に講じた上で

訓練規模・⽅法等に配慮し、可能な範囲で訓練を⾏ってください。 

・ 中⽌が決定しているなど開催が困難な場合は、危機管理室で作成した動画の視

聴や他拠点の訓練の⾒学などの検討をしてください。 

  参考︓横浜市ホームページ「動画で防災を学ぼう︕︕」 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/wagaya/0720.html 

 

 (2) 発災時に実施する事項 

 

 

 

 

 

 

   ア 地域防災拠点での受⼊れ 

     受付の担当者はマスク、⼿袋及びフェイスシールドを着⽤して対応します。 

     ① 避難者の地域防災拠点到着時の健康状態の確認 

      ・ マスク着⽤の確認（マスクを着⽤していない⽅にはマスクを配布） 

      ・ 体温計での体温の確認（腋下体温計の場合は毎回消毒をする） 

      ・ 「体調に不安がある⽅及び発熱等の症状がある⽅」と「体調に不安が 

ない⽅」との振分け 

 

 

 

▶ ア 地域防災拠点での受⼊れ 

▶ イ 地域防災拠点の運営上注意すべき点 

▶ ウ 避難者の健康観察等の実施 

▶ エ 避難者の中から感染者が発⽣した場合 

▶ オ 拠点で感染した際の補償 
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 ◆受付について◆  ※受付のイメージは 10 ページ参照 
・ 避難者の⼈数により検温をするスタッフの⼈数を調整します。各拠点に⾮接触型体温計

（３本）・腋下体温計（１本）を配備しています。 

・ 効率化の観点から、避難者が持参した体温計で測定した体温を確認することで検温とす

ることも考えられます。 

・ 区割りが終わっていない状態で体育館への⼊室を始めると密集状態となり、避難者同⼠

の間隔の確保ができなくなる恐れもあるため、可能な限り、体育館への⼊室の前に区割り

を終えられるよう考慮してください。 

 

     ② 「体調に不安がある⽅及び発熱等の症状がある⽅への対応 

      ・ ①の健康状態を確認する場所とは別に受付を設置 

      ・  次の事項を確認し、「陽性者」「濃厚接触者（※）」「発熱等の症状がある⽅」     

       のどのタイプに該当するかを把握   (※ P9 濃厚接触者とは︖参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□ 感染が確認されていて⾃宅療養中の⽅か 
    → 該当する場合、「④ ⾃宅療養者が避難してきた場合の対応」へ 
□ 感染が確認されている⼈の濃厚接触者で健康観察中の⽅か 
    → 該当する場合、「濃厚接触者の専⽤」スペースへ誘導 
□ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、⾼熱等の強い症状のいずれかが

あるか 
    → 該当する場合、「発熱等の症状がある⽅」の専⽤スペースへ誘導 
□ 重症化しやすい⽅（※）で、発熱や咳などの⽐較的軽い⾵邪の症状があるか 

 （※）⾼齢者、糖尿病、⼼不全、呼吸器疾患（COPD 等）等の基礎疾患がある

⽅や透析を受けている⽅、免疫抑制剤や抗がん剤等を⽤いている⽅、妊娠

中の⽅ 

    → 該当する場合、「発熱等の症状がある⽅」の専⽤スペースへ誘導 

□ その他、発熱や咳など⽐較的軽い⾵邪の症状が続く場合かどうか 

→ 該当する場合、「発熱等の症状がある⽅」の専⽤スペースへ誘導 

確認事項とその対応 
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・ 専⽤スペースの男⼥の区分け 

        男⼥で部屋を分けることが望ましいが、難しい場合は間仕切り等を活⽤

した部屋のレイアウトの⼯夫や⾒回り等を⾏うことで配慮してください。 

      ・ 有症者（※）の家族の避難スペース 

        原則として、有症者はそれぞれの専⽤スペースに、その家族は⼀般の避

難スペースに避難します。 

有症者の看護等（看護、介護、育児など）は、原則家族が⾏います。 乳

幼児などが家族に含まれ、各避難スペースに分けることが適当でない場合

は、同⼀の避難スペースにします。有症者と同室となった家族はマスクと

⼿袋を着⽤し、こまめにアルコール消毒を⾏い、⼀般の避難スペースには

⾏かないようにします（例︓有症者⼀名に対し、専⽤のアルコール消毒液

のボトルを⽤意する等）。 
       ※「有症者」とは、体調に不安がある⽅、発熱等の症状がある⽅及び濃厚接触者をいう。 

 

     【① 有症者に看護等が必要な場合】 

有症者はそれぞれの専⽤スペースに避難し、その者の看護等を⾏う者は、 

地域防災拠点での感染拡⼤を防ぐため、同室とします。その際に、看護等を 

⾏う者は、マスクと⼿袋を着⽤し、こまめにアルコール消毒してください。 

【➁ 有症者が家族の看護等を⾏う必要がある場合】 

他に看護等を⾏える家族がいる場合は、その者が対応します。状況によって

は、有症者に看護等をされている者は、有症者と同室とします。 

※①及び②に当てはまらない場合は、新たな濃厚接触者を作らないことを前

提とし、区本部と調整の上、避難スペースを決定します。 

       

・ 事前に設定した専⽤の動線で専⽤スペースへ誘導 

・ 後に感染者が確認された場合に連絡を可能にするため、避難者カードへ 

の必要事項の記載を依頼 

      ・ 後に感染者が確認された場合に感染経路等を明らかにするために、 

どのスペースにどの⽅を配置したかを記録 
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     ③ 「体調に不安がない⽅」への対応 

・ ②とは別の受付を設置 

・ 後に感染者が確認された場合に連絡を可能にするため、避難者カードへ 

の必要事項の記載を依頼（家族の場合は代表１名に依頼） 

※ 避難者カードを渡して避難スペースで記載していただき、後で回収 

する⽅法も考えられますが、回収漏れが起きないようご注意ください。 

      ・ 要援護者については、事前に設定した専⽤の動線で専⽤スペースへ誘導 

 ④ ⾃宅療養者が避難してきた場合の対応 

⾃宅療養者は陽性者であるため、個室へ案内し、その後、区本部（拠点班を 

通じ医療調整班へ）へ連絡し、宿泊療養施設等への搬送とします。 

※ 神奈川県が宿泊療養施設等へ移送します。 

     ⑤ その他 

       受⼊れ時に把握した個⼈情報の取扱いについては、漏洩など⼗分に配慮 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
濃厚接触者とは「患者（確定例）」（「無症状病原体保有者」を含む。）の感染可能期間

に接触した者のうち、次の範囲に該当するものである。 

□ 患者（確定例）と同居あるいは⻑時間の接触（⾞内、航空機内等を含む）があっ

た者 

□ 適切な感染防護無しに患者（確定例）を診察、看護もしくは介護していた者 

□ 患者（確定例）の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に触れた可能性が⾼い者 

□ その他︓⼿で触れることのできる距離（⽬安として１メートル）で必要な感染予

防策なしで、患者（確定例）と 15 分以上の接触があった者（周辺の環境や接触の

状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する） 

 

参照︓新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領 

（2021 年 1 ⽉ 8 ⽇暫定版 国⽴感染症研究所） 

濃厚接触者とは︖（令和 3 年 4 ⽉ 20 ⽇時点版） 



- 10 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

受付のレイアウト例 

２ｍ 

フェイスシールドを着⽤ 
なければ、避難者と運営
者の距離を２ｍ（少なく
ても１ｍ）あける 

２ｍ（少なくても
１ｍ）をあけて並
べるようテープ等
で⽬印をつける 

体調や⾜腰が悪い⼈が並ぶ際
には椅⼦に座ってもらうなど
配慮する 

避難者カードは、専⽤ス
ペースで記載 

「体調に不安がない⽅」 

「体調に不安がある⽅及び 

発熱等の症状がある⽅」 

   専⽤スペースへ ３ 

   検温チェック等 １ 

   避難者カードの記載等 ２ʻ    ⼀般避難者⽤スペースへ ３ʼ 

   健康状態の聞き取り ２ 

７ページの「確認事項とその対
応」または様式集の「次のいず
れかの症状がある場合は、すぐ
に職員にお知らせください」を
活⽤して確認します。 
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   イ 地域防災拠点の運営上注意すべき点 

     ① ⼿洗いや咳エチケットの徹底 

       感染を防ぐために、基本的な感染症対策である⼿洗いやマスクの着⽤など 

を徹底します。断⽔、⽯鹸やアルコール消毒液等がない場合は、その時にある 

ものでできるだけのことを⾏います。（例えば、飲料⽔で⼿を洗う、ウェット 

ティッシュ等で拭くなど） 

 

 

 

 

 

 

 

     ② 定期的な清掃や換気 

       地域防災拠点内の衛⽣環境の確保として、定期的な清掃や換気の実施を 

徹底します。 

・ 掃除は定期的に⾏い、⼈がよく触る場所（ドアノブ、テーブル、蛇⼝な   

ど）にあっては、１⽇に複数回消毒剤（次亜塩素酸ナトリウム）による拭き

掃除を⾏うことを基本とします。消毒剤を使⽤する際には使い捨て⼿袋を着

⽤し、換気をします。 

 

◆消毒剤について◆ 
・ 希釈液は作り置きをすると殺菌⼒が低下する場合があるため、使⽤時に必要分を希釈して

使⽤するなどご配慮ください。 

・ 次亜塩素酸ナトリウムは誤飲誤⾷をしないよう注意してください。 

・ 消毒する時は、希釈液に浸した布で消毒する場所を⼀⽅向に拭き取ります。 

・ 次亜塩素酸ナトリウムを⾦属部分に使⽤した場合は、腐⾷する可能性があるため、必ず⽔

拭きしてください。 
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・ 便や尿にもウイルスが潜んでいるため、トイレは⽬に⾒える汚物が 

あればその都度、また汚れが特に⾒えなくても１⽇３回（午前・午後・⼣） 

以上の複数回を⽬安として、消毒剤を使⽤して掃除します。 

      ・ 専⽤スペースを消毒する時も、可能な限り専⽤スペースにいる避難者で、

専⽤ゾーンの室内やトイレ等の消毒を⾏うようお願いしてください。 

・ アルコールによる⼿指消毒も徹底します。 

      ・ 換気は気候上可能な限り常時、困難な場合はこまめに（30 分に１回以上 

数分間程度、窓を全開にする）、２⽅向の窓や扉を開け、避難スペース内に 

空気が通るようにします。 

      ・ 避難所を縮⼩・廃⽌する時は、避難者にも協⼒を依頼し、使⽤したスペ

ースの消毒を実施してください。 

     ③ 避難者同⼠の間隔 

・ ⾶沫感染を避けるため、避難者同⼠の間隔は、少なくとも１ｍ空けます。 

      ・ 発熱や咳等の症状がある⽅及び濃厚接触者の専⽤スペースについても 

同様に間隔を空けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 避難者の増加を考慮して、テープ等により居住スペースの区画を表⽰します。 
・ ⼀家族が⼀区画を使⽤し、⼈数に応じて区画の広さを調整してください。 
・ 家族間の距離については、少なくとも１ｍは空けましょう。 
・ 寝る向きは互い違い（お互いの⾜が⾒えるよう）にするのが望ましいです。 

（例） 
 
 
 
 

・ 発熱や咳等の症状がある⽅及び濃厚接触者については、専⽤のスペースを 

確保し、段ボールの間仕切りで区切るなどの⼯夫をします。 

（例） 

 

 

 

 

・ 専⽤スペースは可能な限り換気ができる部屋を選定してください。 

スペースの区画⽅法の例 

居住スペース 

⼀家族 ⼀家族 ⼀家族 

少なくとも１ｍ 

出⼊⼝ 出⼊⼝ 

   

専⽤スペース 
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     ④ 配⾷・⾷事 

      ・ 順番制にするなど、配⾷時の密を避けるための⼯夫をしてください。 

      ・ ⾷事スペースを配置している場合、密にならないよう、時間をずらす、

いすの配置等の⼯夫（同じ⽅向を向いて座る、互い違いに座る等）をしま

す。また、会話でもウイルスを含んだつばが⾶ぶことがあるため、⾷事中

の会話は⾃粛します。 

  ⑤ 発熱や咳等の症状が出た⽅及び濃厚接触者への対応 

      ・ 不要かつ⻑時間の接触はしないようにします。 

      ・ 専⽤スペースの中で直接接触する場合は、マスクやフェイスシールド、 

使い捨て⼿袋を着⽤します。 

      ・ ⾷事についても直接受け渡さず、専⽤スペース外の廊下や専⽤スペース 

内の間仕切りの外に設置した机に置いて配るなどの⼯夫をします。 

     ⑥ ごみの処理 

      ・ 「⼀般のごみ」と「感染性の廃棄物」で分けるようにし、感染性の廃棄

物はごみ袋を２重にします。 

・ 使⽤済みのマスク、ティッシュ、使い捨て⼿袋、発熱・咳等のある⼈の 

弁当の容器などについては、直接⼿で触れないよう慎重に取り扱い、保管 

し、基本的に⼀般廃棄物として処分します。 

      ・ ごみ収集をする⽅は、必ずマスク、⼿袋等を着⽤し感染予防に⼗分注意

してください。 

 

   ウ 避難者の健康観察等の実施 ※様式５「健康チェックシート」をご活⽤ください。 

・ 拠点運営委員も含め、体温測定や避難者同⼠での体調確認を毎⽇⾏います。 

    ・ 区本部においても、定期的な巡回等を通し、避難者の症状・兆候の有無に 

ついて健康観察を⾏います。 

 

◆健康観察について◆ 
新型コロナウイルス感染症の特徴として、無症状病原体保有者が多く認められているため、避難者⾃

⾝の⾝を守るためにも、基本的な感染症対策である⼿洗いや消毒、換気、マスク着⽤などを徹底します。

加えて、避難者全員が、様式 5「健康チェックシート」などを活⽤し、⽇々の健康状態の確認を⾏いま

す。健康状態の確認は、災害発⽣前の⽇常⽣活においても定期的に確認することをおすすめします。 

× 



- 14 - 
 

    【①特定の症状が発⽣した場合】 

⇒運営スタッフ（運営委員及び動員職員）に報告するよう掲⽰物（様式３） 

を活⽤して周知を図ります。  

【➁避難者からの発熱等の報告を受けた場合】 

⇒P７の「確認事項とその対応」のとおり専⽤スペースへ誘導します。また、 

職員がいない場合は、運営委員会を通じて区本部に連絡をして対応します。 

   【③咳・発熱症状のある⼈の受診調整】 

     ⇒医療機関等での受診が可能な場合は、区本部と調整の上、受診調整を図ります。 

         

   エ 避難者の中から感染者が発⽣した場合 

 

 

 

 

                   

オ 拠点で感染した際の補償 

  拠点の運営や避難⽣活での感染に対して、本市の補償はありませんが、検査や 

⼊院に係る費⽤については、次のとおり公費で賄われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ PCR 検査費⽤ 

濃厚接触者等で保健所が検査を必要と判断した場合は、公費負担(令和２年３⽉６⽇

〜⾃⼰負担なし)。ただし、別途受診料が発⽣する場合あり。 

□ 感染に伴う⼊院費⽤ 

新型コロナウイルス感染症は指定感染症のため公費負担（⾃⼰負担なし） 

□ 会社員等で⾃らが感染し３⽇以上休んだ場合、健康保険組合から傷病⼿当⾦の対象 

※対象外のケースあり（職場での感染者発⽣による休業や、家族が感染し⾃⾝が濃

厚接触者となったため休む場合など） 

公費での補償 

直ちに拠点動員

職員を通じ、 

区本部へ報告 

消毒の有無や範囲、避難所

の閉鎖などを運営委員会と

区本部で調整して決定 

運営委員会と区本部が

連携し、消毒作業実施 
※区や拠点に備蓄している感

染防⽌資器材などを活⽤する 
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感染症対策のために推奨する訓練例 

【旭区】受付 

【港南区】区割り 【南区】受付 

【保⼟ケ⾕区】受付 【磯⼦区】段ボール間仕切り 

【鶴⾒区】靴底消毒 【神奈川区】検温 【⻄区】受付 

【中区】受付 
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【⾦沢区】区割り 【港北区】区割り 

【泉区】区割り 

【緑区】受付 

【都筑区】受付 【⼾塚区】受付 【⻘葉区】区割り 

【栄区】受付 【瀬⾕区】受付 

感染症対策のために推奨する訓練例 









 

様 式 1





様 式 2





次のいずれかの症状がある場合は、 
すぐに運営スタッフにお知らせください 

●お知らせいただく目安
① 自宅療養中の方
② 濃厚接触者で健康観察中の方
③ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、
高熱等の強い症状のいずれかがある場合

④ 重症化しやすい方（注１）で、発熱や咳などの
比較的軽い風邪の症状がある場合

⑤ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪
の症状が続く場合（注２）

（注１）重症化しやすい方とは、高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患 
（COPD等）等の基礎疾患がある方や透析を受けている方、免疫 
抑制剤や抗がん剤等を用いている方、妊娠中の方 

（注２）症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差 
がありますので、強い症状と思う場合にはすぐに相談してください。 
解熱剤などを飲み続けなければならない方も同様です。

様式３
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１ 感染経路について 

飛沫（ひまつ）感染と接触感染の２つがあります。 
○ 飛沫感染

感染した人の咳やくしゃみのしぶき（飛沫）に含まれるウイルスを口や鼻から吸い込むことによ

り感染します。

○ 接触感染

感染者が、ウイルスが付着した手で触ったドアノブ、手すり、つり革を触ることにより、非感染

者の手にもウイルスが付着し、その手で目・鼻・口を触ることで感染します。

うつさないために…咳等の症状がある場合はマスクを着用しましょう。マスクがない場合は、 

咳・くしゃみをする際にティッシュや服の袖等で口をおさえるようにしましょう。 

うつらないために…石けんによる手洗いや、手指の消毒をしましょう。また、混雑した場所は 

できる限り避けましょう。 

２  家庭や施設内の消毒について 
  手指がよく触れる場所を清潔に保つことが大切です。手指の消毒には消毒用エタノールを、物の表面 

の消毒には次亜塩素酸ナトリウム又は消毒用エタノールを使用しましょう。 

消毒液の作り方と消毒方法の例 

消毒液 市販濃度 濃度 対象 方法 

次亜塩素酸

ナトリウム 

主に 

５～６％ 

0.1％ 
感染している疑いがある人が使

用したトイレの消毒 

ペーパータオル等に十分に薬液を

含ませて拭き、自然乾燥させる。 

・濡れた場所や排泄物がある場合

は、水分や排泄物をペーパータオ

ル等で拭き取ってから行う。

・次亜塩素酸ナトリウムで金属部

を消毒する際は、消毒後水拭きす

る（さび防止）。

・消毒液の噴霧（スプレー）は、不

完全な消毒やウイルスの舞い上

がりの可能性があるため避ける。 

0.0５％ 

～ 0.1％ 

・手で触れる部分の消毒

ドアノブ、取手、テーブル、トイ

レの便座、水道の水栓・レバー等

・施設の共用部分

エレベーターやオートロック等

のボタン、出入り口のドアノブ等

消毒用 

エタノール 
70～85％ 

そのまま 

使用 

・手で触れる部分の消毒

・手指の消毒

※ いろいろな濃度のものが市販されているので希釈倍率には注意してください。

ペットボトルを利用した次亜塩素酸ナトリウムの希釈方法（原液濃度が５～６％の場合） 

                   

ペットボトルキャップ  ペットボトル（500ml）   

  （キャップ１杯約５ml）                                 

・キャップ２杯の消毒液

・キャップ１杯の消毒液

新型コロナウイルス感染症の予防法・消毒法

0.1%希釈液 

0.0５％希釈液 
＋ 500mL の水 

ペットボトルを

使用する際は、

誤飲に気を付け

ましょう 

【消毒薬使用の際の注意事項】 

・消毒薬が目に入った場合は、水

で 15 分以上洗い流し、医師の

診断を受けましょう。 

・使用は必要最小限にしましょ

う。

・他の消毒液や洗剤と混ぜない

で下さい。

作成：2020 年４月 24 日 

健康福祉局生活衛生課 
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